






ちいき西Collabo 産官学連携 ・ 地域連携

犬山観光学生大使として観光地犬山市をPR
2年連続で「犬山観光学生大使」を押田真奈美さんと務めています。

今年は下山優美さん、高木優花さんもメンバーに加わり、さまざまな土地

を訪れて犬山のPR活動を行っています。11月には菊花大会が開催され

た名古屋城へ、12月はわん丸君と中京競馬場を訪問しました。沖縄から

犬山市唯一の大学へ進学したご縁もあり、多くの方に犬山を知っていた

だきファンを増やせるよう、犬山のPR活動に取り組みたいと思います。

●2018·2019年度犬山観光学生大使
人間生活科学部管理栄蓑学科3年大屋美樹奈さん
沖縄県立美里工業高等学校出身

ー 作って学ほう 一 「かんたん！朝食づくり 」
ユニ ークなアイデアで楽しく食育活動を展開

2019年度メンバー 左から法学部4年押田さん、大屋さん
人間生活科学部管理栄養学科2年下山さん、教育保育学科3年高木さん

子どもたちに栄養バランスを考えた朝食の大切さを伝えることを目的に、

8月22 日 （木）、犬山市内の小学生を対象とした「かんたん！朝食づくり」を

開催しました。会場となった犬山市立羽黒小学校には多くの児童が集まり、

本学の学生から朝食の大切さについて話を聞き、朝食に
関

するクイズにも

-

チャレンジしました。その後、児童たちは「3

つのスイッチ」を考えながら自ら選んだ具材

をバンに挟んだドッグサンドを作り、学生たち

と一緒に会食。楽しみながらも責重な食育活

動を実施することができました。

（人間生活科学部管理栄蓋学科准教授倉橋伸了）
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朝食に大切な「3つ（あたまからだ•おなか）のスイッチ」について
食材を示しながら楽しく解説をする竹内さん

市公民館ゆうゆう学級「健康料理教室」で高齢期の栄養をサポ ー ト
8月21日（水）、小牧市公民館「ゆうゆう学級（生涯学習）」が本学の調理

実習室にて開催されました。

「ゆうゆう学級」とは一人ひとりが生きがいのある人生を送るために、高

齢期の健康問題や現代社会に対応できる知識の習得や仲間づくりを目指

して開講されるもので、今年度の「健康料理教室」には約40名の方にご参

加いただきました。教室では「骨粗顆症と高血圧の予防」をテーマにカルシ

ウムやピタミンDの必要性や、そ

れらが多く含まれる食材につい

て話し、また「栄養バランスを考

えより良く食べるにはどのような

ことに気をつけるべきか」などを

ミニ講義にしてわかりやすく解

説しました。

ミニ講義後の調理実習では、 /｝ゴ

学生も調理サポ ーターとしてグルー プの中に入り、受講生の方々と和やか ｀ /4 

な雰囲気の中で交流ができました。大学での学びを地域の皆さんにお伝えが·
できる良い機会になりました。

（人間生活科学部管理栄養学科准教授持丸由呑）
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グループに分かれて調理スター ト！受講者の方の手際の良さも勉強に・・

カルシウムとビタミンDが豊富なメニュ ー

•炊飯器で炊く中華おこわ
•とうもろこしのスープ
・きくらげ入りトマトと卵の炒め物
•切り干し大根ときゅうりの
こま酢和え
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ポランティア活動

会場設営•本部スタッフ ・ 名経大ブース
それぞれ地域のイベント「楽田夏まつり」を盛り上げる

8月31 日 （土）、青塚古墳史跡公園を会場に「楽田

夏まつり」が開催されました。本学からは児童文化

サークル「いろは」が遊ぴコ ーナー「さかなつり」で出

店。夕方には景品がなくなってしまうほどの人気を集

めました。名経祭実行委員会は、チラシを手に「名経

祭」をPR。経済学部学生研究室のメンバーは、まつり

のスタッフとして、前 日 の準備から後片付けまでを担

当し、地域のまつりをしっかりと支え、盛り上げました。

教育保育の体験を通して学ぶ「実習基礎I· II」
本年度から始まった新カリキュラムの「実習基礎!·II」では、1年次から自

分の適性を見つけ、専門性の高い学びや就職に

つなげるために、教育保育現場での体験実習

を中心とした授業を展開しています。学生は、附

属市祁幼稚園、犬山市・小牧市保育園、犬山市

立小学校で体験実習を行いました。現場の子ど

もたちゃ先生方から、実践的な学びを得ることができ、将来の進路選択に向

けて、貴重な経験となりました。 （人間生活科学部教育保育学科教授塚本敏浩）
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「いろは」の部長小島さん（中央）
子どもたちに大人気の「さかなつり」どんなさかなが釣れたかな？

羽黒北子ども未来園での保育所体験
10月30 日 から3 日間、「羽黒北子ども未来園」で観察実習をさせ

ていただきました。その中で私は、子どもたちが友だちを気遣う姿

に強い印象を受けました。グルー プ対抗ゲームの中で、人数合わせ

のために自分から名乗り出たり、使いたいおもちゃで喧嘩をするこ

ともなく順番を決めたりするなど、4歳の子どもたち

の大人びた一面をたくさん見ることができました。

人間生活科学部教育保育学科1年水野藍さん
名古屋経済大学高蔵高等学校（愛知県）出身

小牧ジュニアセミナー 講座12「表現しよう」で子どもたちの自由な発想と表現力を伸ばす
づiョ�� 9月29 日 （日）、第1回目のセミナーを開催し、子どもたちに生活の中にあ
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「いろいろのほん」を読み聞かせ「フィンガーペインティング」のヒントを伝える

るピクトグラムについて知ってもらいました。10月20 日 （日）第2回のセミ

ナーでは、学生とともにフィンガーペインティン

グを行いました。子どもたちは最初、おそるお

そる絵の具にさわっていましたが、次第に大胆

になり、手首まで絵の具をつけ、自分の世界を

真剣に描くなど、子どもたちのワクワクした様

子に、バワーや個性が発見できました。

身近な「ピクトグラム」って佃かな？ （人問生活科学部教育保育学科教授多川則子）

名古屋市消費生活フェア＊2019「エコホテル」をテー マに1年ぶりの企画出展 ‘ \I/ ，，
研究員も募集中！
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ま：:�: C製環境にやさしい「エコホテル」を研究
れは、認証済ホテルに宿泊するだけで環境保全に貢献できるといった仕組 名古屋市消費生活フェア＊2019に「エコホテル」というテーマ
みです。また、ステージイベント

でのクイズ大会も盛況、多くの

方に「エコ•クイズ」に挑戦いた

だき、エコホテル、エシカル消費

たと思います。

サ

で参加させていただきました。あまり聞きなれない言葉に、多くの

環境に優しい「エコホテルJをクイズとバネルで紹介

※ェシカル(ethica|）は倫理的という意味。

来場者が興味を持ってブースに立ち寄ってください

ました。ステージ発表では司会者としてクイズ

を出題させていただぎ緊張しましたが、何と

かやり遂げることができてボソとしました。

経済学部学生研究室●経済学部2年加納大地さん
北海道立北海遵富良野高等学校出身

「クイズ！エコホテル！！」の司会者として活躍する加納さん

ェシカル消費とは人や社会、環境に配慮した製品やサーピスを選択して購入、 消費すること。 MEIKEI I 6 
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